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図  1-1  学術情報センターのサービス概念図
－ 54 －





















は平成14年度から開始した。まず NII8のデータベースで導入数の多いシステムを調べ、「表 3 - 
1 初期候補システム」に示す 7 社（ 9 システム）を次期候補とした。































表  3-2  RASIS比較表
CARIN（丸善株式会社） Limedio（リコー株式会社）






















スケジュールを「図 3-1  スケジュール概要」に示す。 Limedioが最終承認されたのは10月の
学術情報センター運営委員会であるが、10月からの作業開始では日程が厳しいと思われたため、
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LIMEDIO CALIS 繰返 溢れ 移行仕様
NCタグ タグ名 名称
MARCID 0000 書誌番号 × × そのまま設定する。
ISBN/XISBN 010A ISBN ○ × データ中の「-（ハイフン）」は削除する。




た。例えば所属コードの場合、本学の学籍（教職員）番号の上位 3 ～ 5 桁が学科を表している
ため、これに対応したコードとした（「表 3-4  所属コードの対応表（一部）」参照）。
表  3-4  所属コードの対応表（一部）
コード 記述 メモ 順番 学籍番号
1100 家政学部家政学科   99999 **110***
1130 家政学部家政学科生活環境学専攻   99999 **113***
1300 家政学部食物栄養学科   99999 **130***



































































図  3-3  システム関連作業スケジュール詳細（ 3 月前半）
－ 58 －







































名古屋女子大学紀要 第 51 号（人文・社会編） 教育研究を支援するライブラリーのシステム構築
－ 61 －
は、その傾向は強いと思われる。
 2 ）学術情報センターでノート PCを貸与して接続
















●利用者がウイルス感染している PCを学内 LANに繋いだ場合、学内の他の PCにまで被害が
及ぶ危険性がある。
  3 ）は、 PCを使用しない時に通常の閲覧机として使えず、またライブラリ内の景観を損ねる。




めて無線 LAN、有線 LANどちらの方式にするかを検討した。一般的な有線と無線の長短を「表 





















学生が多いため、PCの台数も 5 台多い。無線アンテナは、利用する PCがこの程度の台数で
あることを前提に、各部屋に 1 台程度とした。天白センターの場合、メディアルーム2/メディ
アルーム3/閲覧室は同じフロアにあるため、設置場所を工夫して、 2 台のアンテナでこの 3 エ
リアをカバーした。 
 4.4. システム選定
 4.4.1. 貸与ノート PC









表  4-1  有線 LAN・無線 LANの長所と短所
長所 短所






・ 将来 PC が増えたときや，部屋のレイア
ウトを変更するとき，新たに工事が必要。
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 4.4.3. アプリケーションソフト















 盗難防止・運搬時の落下対策として、次に示す機材を導入した（「図  4-1  盗難防止・落下
対策の機材」参照）。
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図  4-1  盗難防止・落下対策の機材
－ 62 －















WindowsUpdateで処理したところ、 1 台の PCに 1 時間かかった。しかし UpdateExpertでは約30
分で 5 台の PCを同時に処理できた。 
 4.6.2. 保管方法























































ている。 8 、9 月は夏休み期間のため、両
館とも利用は非常に少ない。





図  4-2  オンラインアンケート
図 4-3  ノート PC貸与サービスホームページ
－ 64 －











































































 1  リコー株式会社の図書館システム。SQLベースの独自のデータベース Gbaseを採用している。
 2  丸善株式会社の図書館システム。木構造のデータベース「DSM」を採用している。
 3  DeMilitarized Zoneの略。公開サーバをインターネット側からの不正な攻撃から守るためのセグメント。
 4  Character User Interfaceの略。情報を全て文字で表示し、全てキーボードで操作するユーザインターフェー
ス。
 5  OnlinePublicAccessCatalogの略。コンピュータ上で利用できる目録情報データベースと、その検索システム。
 6  Microsoft社のワープロソフト。Microsoft Officeの一部として提供されている。
 7  Microsoft社の表計算ソフト。Microsoft Officeの一部として提供されている。
 8  National Institute of Informaticsの略。情報学に関する研究開発と整備を行う大学共同利用機関。
 9  プログラミング言語であると共に、木構造のデータベースも併せ持つ。医療現場でよく使われている。
10 Reliability Availability Serviceability Integrity Securityの略。システムの信頼性を評価するチェック項目。 
11 国立国会図書館の書誌データ形式。
12 国立情報学研究所の書誌データ形式。










23 FileMaker社のカード型データベース。Lore dolore modit dolore faci bla facin ea faccum eum quis acilism 
lorperci bla commy nostis ex et accumsandre tat. Ut nostie dunt praessim velit, si ercil irit, vel doloreet, qui ea 
feugiam, velestrud te feum in utatuero eniam quam quisisi tem iurem nullaore et, qui tat auguer sum vel ipisl ut 
nullandio del dolortin ulluptatum zzriuscing er summolo tinci tat. Ut lore dolore feugait ute conse ero consequi tem 
irilis ea aut lum vel ex eugue endrer se vel doloreriusto odolore min eu facipsu cipis alis atisl utpatio enit, sectem 
inibh ero dolut wis nim zzriuscipis adiam verosto commolore erit adiam eugue do exer iure dolenis odipsum quat,
